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1．はじめに

私は 2019年 3月 15日から 19日に神戸国際会議
場・神戸国際展示場で開催された，第 66回日本生
態学会大会に参加し「環境 DNA 分析における採水
場所の違いが魚類種組成データに与える影響（Ef-
fect of the spatial arrangement of water sampling sites

on the results of environmental DNA metabarcoding of

fish species）」という研究タイトルでポスター発表
を行った．

2．研究内容

2.1 研究背景・目的
環境 DNA 分析は，環境水に含まれる DNA を分

析し水生生物の生息現況を評価することができる手
法として注目されている．その中でも次世代シーケ
ンサーを用いた環境 DNA メタバーコーディング法
は，水試料のみから魚類の種組成を網羅的に明らか
にできる強みがある（Thomsen et al. 2015）．
従来より一般的な手法として，網などの漁具を用
いた捕獲調査手法や電気ショッカーなどが用いられ
る．しかし，これらの手法は，直接的に生物へ影響
を与えてしまうといった問題があるため，絶滅危惧
種や希少種のような個体数が少ない種には適用しが
たい面があり，さらには漁具を扱う技術量や熟練度
によって，結果が大きく左右されるうえ，形態学的
特徴に基づいて行われる同定作業には高度な専門知
識が必要不可欠となる（Simpfendorfer et al. 2016）．
一方，環境 DNA 分析は現地での調査は水を汲む

だけであり，調査努力量を大幅に削減でき，生態系
に直接的な影響を与えないといったメリットがある

手法である（Sigsgaard et al. 2015）．
採水作業を行うために採水地点を設定する必要が
あるが，制限なしに採水地点を増やすことは困難な
ため，採水する地点をあらかじめ絞り込む必要があ
る．しかし，まだその配置や数についてのコンセン
サスは得られていない．例えば河川の場合，流心の
他に溜まりやワンドなど様々な水塊が存在し，その
違いによって生息する魚種も異なることが考えられ
る．
ここで，本研究では，川幅約 25 m の小規模河川

の約 1 km に渡る流程内において流心および溜まり
・ワンドから採水し，環境 DNA 分析による検出種
の比較を行った．また，採水地点数の増加が検出種
数に及ぼす影響を評価するために，流心において採
水地点数を 50 m 間隔で増やし，地点ごとに検出さ
れる種組成の違いを評価した．

2.2 現地調査
兵庫県加古川市にある草谷川で調査を行った．草
谷川は川幅約 25 m ほどの小規模河川である．
約 1 km の範囲を調査区間として設定し，①流
心，②ワンド・溜まりに採水地点を設定した．流心
は，約 50 m 間隔で採水を行った．採水作業は，①
プラスチックカップ，②UAV，③採水機（手作り）
を用いて行った．プラスチックカップでは採水でき
ない場所（人が立ち入ることができない場所）は
UAV を用いて採水し，植生の影響で UAV による
採水が困難な場所は採水機を用いた．採水した直後
にフィルターで濾過を行い，一時的に冷凍で保存し
た．その後，実験室にてフィルターからの DNA 抽
出作業を行い，PCR 作業によって DNA を増幅さ
せた．

2.3 流心，ワンド・溜まりにおける検出種の違い
メタバーコーディングを行い，流心での検出種お
よびワンド・溜まりの検出種を比較した．結果，ワ
ンド・溜まりにおける検出種は，流心でも全て検出
することができた．
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よって，草谷川のような小規模河川では，採水地
点を水塊ごとに設定する必要性は低いことが示唆さ
れた．

2.4 採水地点数の増加が検出種数に及ぼす影響
流心約 50 m 間隔で採水地点を増やし，地点ごと

に検出された種組成の非類似度と地理的距離（採水
地点距離）の相関を求めた．結果，0 m から約 100

m までは，種組成の非類似度と地理的距離の間に
有意な正の相関がみられたが，約 200 m 以降の地
点では有意な相関がみられず，種組成の違いが頭打
ちになることが示唆された．
よって，約 1 km の範囲内であれば約 200 m の距
離（50 m 間隔で 4回の採水）で，魚類相をおおむ
ね把握できることが示唆された．

3．まとめ

本研究より，草谷川のような河川規模であれば，
流心での採水で魚類相をおおむね把握でき，採水地
点を細かく設定する必要性は低いことが示唆され
た．また，約 1 km の範囲内であれば約 200 m 毎に
採水することで種組成をほぼ把握することができ，
大量に採水地点を設定する必要性は低いことが示唆
された．
本研究は小規模な河川を対象とした予備的研究で

あるため，今後は，水塊の区分をさらに詳細にする
ことや，中規模および大規模な河川で調査を行う必
要があると考えられる．

4．おわりに

学会では発表を通して様々な意見を頂くことがで
きました．また，今後の学会でも有意義な時間を過
ごせるように，より一層研究に励みたいと思いま
す．最後に，研究や学会発表に関して指導していた
だきました共同研究者の皆様に深く感謝いたしま
す．
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